
④ソフトバンクテレコム葭葉さんからは、医療機関で、スマートフォン、タブレットなどが実際にどの

ように使われているのかという具体的実例を動画も活用されながら、説明していただきました。 

※ここで出てくる「医療 ICT」とは、「Infection Control Team」ではなく（笑）、「Information and 

Communication Technology」を指します。これまでの「IT：Information Technology」と違って、テクノ

ロジーの用途として、従来の「情報：Information」と共に、「人と人のやり取り：Communication」が言

明されています。 

 

ソフトバンクさんでは、医療介護分野において、包括的にＩＣＴを使ったソリューションを提案されて

います。 

 

２０１０年２月の厚労省通知は、クラウドについて、大きな転換点ともいえる話です。 

 

 



今回のお話は、「地域連携」「遠隔医療」「在宅医療」「外部保存」の視点から、色々な具体的事例を示し

ていただきました。 

「さくら総合病院」の実例では、交通事故発生時の救急医療として、現場情報（写真・位置）や患者情

報（画像・バイタル）などを、救急現場・救急本部・当直医・自宅の医師・大学などで共有する仕組み

が示されました。また、リハビリでの iPadの OT・PT業務での活用事例の説明もいただきました。 

「浪速区医師会」の事例では、地域病院の連携によって患者の医療 情報を iPad でそれぞれの病院や医

師が共有され、緊急搬送の状況が改善されました（ブルーカードシステム）。FAXと iPad さえあれば、

誰でもシステムに参加できます。 

遠隔医療「桜新町アーバンクリニック」の事例では、在宅医療での ICT 活用として、往診時に、スマー

トフォンと iPad を活用し、訪問看護師・ヘルパー・在宅医・病院医師・薬剤師・ケアマネージャーなど

多職種間での情報共有と連携を実現した好例でした。 

 

 

 

今後、遠隔医療や地域医療のネットワーク化、また在宅医療の活性化や情報集約において、特に ICT の

利活用が進んで来るものと考えられます。 

 

 

 


